
林
羅
山
の
理
気
論

嚴
　
錫
仁

　
従
来
、
林
羅
山
（
一
五
八
二
丁
一
六
五
七
）
に
つ
い
て
は
、
彼
の
師
た
る

藤
原
慢
窩
（
一
五
六
一
－
ニ
ハ
一
九
）
の
朱
陸
折
衷
の
傾
向
と
は
違
っ
て
、

専
ら
朱
子
学
を
学
問
の
宗
旨
と
し
た
が
、
理
気
論
に
お
い
て
は
、
朱
子
的

な
理
気
二
元
論
を
信
奉
せ
ず
、
陽
明
的
な
一
元
論
を
取
っ
た
と
い
う
説

．
と
、
一
方
で
は
最
終
的
に
は
朱
子
説
に
定
着
し
た
と
い
う
、
両
説
が
論
じ

ら
れ
て
き
た
・
。
と
こ
ろ
が
、
観
点
を
少
し
異
に
し
て
、
日
本
朱
子
学

は
、
近
世
東
ア
ジ
ア
の
主
流
的
思
想
で
あ
っ
た
宋
学
な
い
し
新
儒
学
の
一

部
を
形
成
す
る
普
遍
的
な
思
想
現
象
で
あ
っ
た
が
、
当
然
中
国
・
朝
鮮
の

そ
れ
と
は
違
う
独
特
の
性
格
を
持
つ
と
い
う
特
殊
性
に
注
目
す
れ
ば
、
そ

の
受
容
期
に
位
置
す
る
羅
山
の
思
想
も
日
本
的
特
性
を
帯
び
て
い
る
と
言

え
る
。

　
本
稿
は
、
一
」
う
し
た
観
点
か
ら
、
羅
山
の
理
気
論
を
中
心
に
し
て
、
江

戸
期
朱
子
学
の
受
容
の
一
端
を
論
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
羅
山
の
理

気
論
が
晩
年
に
至
っ
て
朱
子
説
に
定
着
し
た
と
言
っ
て
も
、
そ
の
中
で

も
、
朱
子
説
に
疑
問
を
抱
い
た
点
は
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
忠
実
な
る

朱
子
学
者
と
し
て
の
羅
山
が
朱
子
説
に
賛
成
せ
ず
、
陽
明
的
な
二
兀
論
に

引
か
れ
た
こ
と
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
な
ど
に
つ
い
て
の
一
つ
の

ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。

二

　
羅
山
の
理
気
論
が
朱
子
説
に
よ
る
と
い
う
の
は
、
ま
ず
羅
山
が
朱
子
の

窮
理
説
を
取
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
羅
山
は
“

　
凡
そ
天
地
造
化
の
迦
、
萄
も
理
を
以
て
之
を
推
さ
ず
ん
ば
、
必
ず
幻

　
惟
偏
誕
の
説
に
入
り
て
、
終
に
明
か
な
る
こ
と
能
わ
ず
。
故
に
君
子

　
理
を
窮
る
こ
と
を
要
と
な
す
。
⑫

と
述
べ
、
宇
宙
万
物
の
生
成
は
必
ず
理
を
も
っ
て
為
す
の
で
、
理
を
窮
め

る
努
力
が
必
要
だ
と
す
る
。
つ
ま
り
羅
山
は
理
を
認
識
的
実
体
と
し
て
認

め
て
い
る
。
朱
子
理
気
論
と
陽
明
理
気
論
と
の
根
本
的
差
異
が
理
を
実
体

と
し
て
認
め
る
か
否
か
に
あ
る
と
い
う
な
ら
ば
⑮
、
羅
山
は
理
を
実
体
と

し
て
認
め
る
朱
子
的
思
惟
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
羅
山

は
「
大
学
蹴
」
で
は
、
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大
学
の
八
条
目
は
格
物
そ
の
一
に
在
り
。
夫
れ
韓
吏
部
の
人
と
為
り

　
　
を
以
て
、
そ
の
原
道
篇
を
作
り
、
格
物
の
一
条
を
遺
す
。
知
り
て
言

　
　
は
ざ
る
や
、
そ
も
そ
も
ま
た
意
を
注
が
ざ
る
や
、
亦
た
大
憾
な
ら
ず

　
　
や
。
格
物
訓
の
鄭
玄
注
に
格
は
来
な
り
と
。
善
は
善
を
来
た
し
、
悪

　
　
は
悪
を
来
す
の
謂
ひ
な
り
。
司
馬
光
訓
に
打
禦
な
り
、
外
物
を
防
禦

　
　
す
る
を
い
ふ
な
り
。
呂
祖
謙
謂
へ
ら
く
、
物
我
問
な
き
を
格
物
と
な

　
　
す
と
。
朱
子
に
至
り
て
、
直
ち
に
程
伯
仲
の
意
を
取
り
て
、
以
て
窮

　
　
理
と
な
す
。
理
、
本
形
な
し
。
故
に
事
物
の
形
有
る
に
由
り
て
、
以

　
　
て
名
を
立
て
人
を
し
て
実
を
践
ま
し
む
。
形
な
き
も
の
虚
に
入
る
を

　
　
恐
る
る
故
な
り
。
大
明
の
王
守
仁
、
伝
習
録
を
作
り
て
日
く
、
格
は

　
　
正
な
り
、
至
な
り
、
我
が
心
の
物
を
正
す
と
。
林
子
日
、
格
は
棄
廃

　
　
な
り
、
外
物
を
放
下
す
れ
ば
、
則
ち
本
心
霊
明
な
り
と
。
二
説
高
か

　
　
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
然
も
王
が
説
の
如
き
は
、
則
ち
心
を
正
す
と
や

　
　
や
重
復
を
覚
ゆ
。
林
が
説
の
如
き
は
、
則
ち
司
馬
の
説
と
、
亦
た
大

　
　
い
に
異
ら
ず
。
“

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
大
学
』
八
条
目
の
基
礎
は
格
物
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
試
み
た

人
物
が
唐
の
韓
愈
で
あ
る
。
格
物
に
対
す
る
訓
は
後
漢
の
鄭
玄
か
ら
始
ま

り
、
後
に
、
司
馬
光
は
外
物
を
防
ぐ
、
呂
祖
謙
は
物
と
我
の
問
に
隔
た
り

が
な
い
と
い
う
意
味
で
、
そ
し
て
朱
子
に
至
っ
て
は
外
物
に
存
す
る
理
を

究
め
尽
く
す
窮
理
と
な
り
、
次
に
王
陽
明
と
林
兆
恩
6
は
格
物
の
「
格
」

を
正
す
、
廃
棄
の
意
味
と
捉
え
た
。
こ
の
中
で
、
羅
山
が
依
っ
て
い
る
の

は
朱
子
の
説
で
、
王
陽
明
と
林
兆
恩
の
説
を
排
撃
す
る
が
、
そ
の
理
由
は

王
・
林
の
両
者
の
説
が
事
物
に
存
す
る
理
を
認
め
な
い
た
め
、
虚
に
落
ち

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
。
す
な
わ
ち
、
羅
山
の
格
物
窮

理
説
は
、
事
物
の
中
に
存
す
る
理
、
い
わ
ば
事
々
物
々
の
理
を
認
め
、
そ

の
物
の
理
を
窮
め
尽
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
虚
で
は
な
い
実
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
⑯
、
こ
う
し
た
脈
絡
か
ら
王
陽
明
と
林

兆
恩
の
説
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
羅
山
の
窮
理
説
に
伴
っ
て
、
彼
の
物
の
存
在
根
拠
を
問
う

宇
宙
論
を
見
る
な
ら
ば
、
羅
山
の
理
気
論
は
よ
り
一
層
朱
子
に
近
づ
い
て

い
る
の
が
分
か
る
。

　
　
天
地
の
天
地
為
る
所
以
は
何
ぞ
。
上
に
し
て
積
な
る
気
は
天
な
り
。

　
　
下
に
し
て
厚
き
形
な
る
は
地
な
り
。
水
火
の
水
火
為
る
所
以
は
何

　
　
ぞ
。
千
万
里
の
外
内
と
難
も
、
炎
上
す
る
も
の
有
ら
ば
、
火
と
名
づ

　
　
け
ず
と
錐
も
必
ず
火
な
ら
ん
。
千
万
年
の
前
後
と
難
も
、
潤
下
す
る

　
　
も
の
有
ら
ば
、
水
と
称
せ
ず
と
雄
も
必
ず
水
な
ら
ん
」
寒
暑
昼
夜
も

　
　
亦
然
り
。
一
草
一
木
微
禽
昆
虫
と
難
も
、
亦
各
々
其
の
理
有
り
。
し

　
　
か
る
に
、
況
や
人
を
や
。
⑦

羅
山
は
、
理
と
は
、
天
地
が
天
地
に
な
る
原
因
、
水
火
が
水
火
に
な
る
原

因
で
、
万
物
を
し
て
そ
れ
な
り
の
形
を
成
さ
し
め
る
根
源
者
と
捉
え
る
。

朱
子
的
理
に
お
い
て
の
「
所
以
然
の
故
」
の
概
念
を
採
っ
て
い
る
。
ま

た
、
羅
山
は
利
璃
賓
（
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
）
の
『
天
主
実
義
』
を
読
み
、
当

時
（
慶
長
十
一
年
、
：
ハ
〇
六
）
、
京
都
に
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
会
の
不
干
と

理
に
関
し
て
議
論
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
み
る
と
、

　
　
利
璃
賓
の
天
地
鬼
神
及
び
人
の
霊
魂
は
始
あ
り
て
終
な
し
と
は
、
吾

　
　
信
ぜ
ず
。
始
あ
れ
ば
す
な
わ
ち
終
あ
り
。
終
な
く
終
な
き
は
可
な

　
　
り
。
始
あ
り
て
終
な
き
は
不
可
な
り
。
然
れ
ど
も
ま
た
殊
に
証
す
べ
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き
も
の
あ
る
か
と
。
子
、
答
え
る
こ
と
能
わ
ず
。
春
日
く
、
天
主
天

　
　
地
万
物
を
造
る
と
云
云
。
天
主
を
造
る
者
は
誰
じ
や
と
。
干
日
く
、

　
　
天
主
は
始
な
く
終
な
し
と
。
天
地
は
造
作
と
い
い
、
天
主
は
始
な
く

　
　
終
な
し
と
い
う
。
か
く
の
如
き
の
遁
辞
、
弁
せ
ず
し
て
明
ら
か
な
る

　
　
べ
し
。
春
日
く
、
理
と
天
主
と
前
後
有
る
か
と
。
子
日
く
、
天
主
は

　
　
体
な
り
、
理
は
用
な
り
。
体
は
前
、
理
は
後
な
り
と
。
春
面
前
の
器

　
　
を
指
し
て
日
く
、
器
は
体
な
り
、
器
を
作
る
所
以
は
理
な
り
。
然
れ

　
　
ば
則
ち
理
は
前
に
し
て
天
主
は
後
な
り
と
。
干
、
解
せ
ず
し
て
日

　
　
く
、
燈
は
体
な
り
、
光
は
理
な
り
と
。
春
日
く
、
火
の
燈
た
る
所
以

　
　
は
理
な
り
、
光
は
理
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
個

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
羅
山
は
、
理
を
天
主
よ
り
先
に
存
在
す
る
も

の
で
、
器
或
い
は
燈
な
ど
の
も
の
を
作
り
出
す
所
以
然
者
と
規
定
し
て
、

万
物
の
存
在
根
拠
と
し
て
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
み
れ
ば
、
羅
山
は
朱
子
の
論
理
に
忠
実
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
こ
れ
は
、
石
田
一
良
氏
が
「
林
羅
山
－
室
町
時
代
に
お
け
る
禅
・
■
儒

の
一
致
と
藤
原
慢
窩
・
林
羅
山
の
思
想
⊥
で
、
羅
山
の
理
気
論
は
結
局

壮
年
以
後
（
元
和
六
年
、
ニ
ハ
ニ
○
、
羅
山
三
八
歳
以
後
）
に
は
朱
子
理
気

論
へ
定
着
し
た
し
、
そ
の
証
拠
の
一
つ
と
し
て
上
の
「
大
学
政
」
を
挙
げ

て
い
る
こ
と
と
も
一
応
符
合
す
る
⑲
。

　
と
こ
ろ
が
、
　
「
西
銘
講
解
」
で
は
、
　
「
儒
先
為
ら
く
以
て
、
主
宰
を
以

て
こ
れ
を
帝
と
謂
い
、
形
体
を
以
て
こ
れ
を
天
地
と
謂
い
、
性
情
を
以
て

こ
れ
を
乾
坤
と
謂
い
、
気
を
以
て
こ
れ
を
陰
陽
と
謂
う
。
凡
そ
両
問
に
主

た
る
も
の
、
此
れ
よ
り
出
で
ざ
る
こ
と
な
し
」
㈹
と
述
べ
、
羅
山
は
世
界

の
存
在
根
拠
を
理
で
は
な
く
気
か
ら
も
求
め
て
い
る
の
が
窺
え
る
。
さ
ら

に
羅
山
は
、
同
じ
と
こ
ろ
で
次
の
よ
う
に
も
述
べ
る
。

　
　
夫
れ
太
極
陰
陽
を
生
じ
、
陰
陽
五
行
を
生
じ
、
変
化
生
克
万
物
を
生

　
　
ず
。
太
極
は
理
な
り
。
陰
陽
は
気
な
り
。
ゆ
へ
に
陰
陽
は
道
な
り
。

　
　
五
行
は
一
陰
陽
、
陰
陽
は
一
太
極
か
り
。
人
物
の
天
地
よ
り
出
づ

　
　
る
。
本
よ
り
こ
れ
理
一
な
り
ω

こ
こ
で
羅
山
は
、
太
極
が
陰
陽
を
生
じ
、
陰
陽
が
五
行
を
生
じ
、
そ
の
よ

う
な
相
互
変
化
に
よ
り
万
物
が
現
れ
る
こ
と
か
ら
、
太
極
は
理
、
陰
陽
は

気
で
あ
る
と
言
い
な
が
ら
も
、
次
に
陰
陽
は
道
で
、
五
行
は
一
つ
の
陰

陽
、
陰
陽
は
一
っ
の
太
極
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
、
太

極
も
一
つ
の
陰
陽
に
す
ぎ
ず
、
結
局
、
羅
山
に
お
け
る
は
太
極
－
理
i
道

－
気
－
陰
陽
が
同
一
の
も
の
と
処
理
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
羅
山
は
「
理
気
弁
」
で
張
載
の
「
正
蒙
」
を
引
用
し
て
、

　
　
大
虚
ハ
ス
ナ
ワ
チ
天
也
、
ソ
ノ
限
ナ
ク
キ
ハ
マ
リ
ナ
キ
ユ
ヘ
ニ
大
虚

　
　
ト
ナ
ヅ
ク
。
是
ヨ
リ
理
モ
出
デ
、
気
モ
出
ル
也
。
コ
レ
ス
ナ
ハ
チ
自

　
　
然
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
天
ト
イ
ヘ
リ
。
天
二
陰
陽
ノ
気
ア
リ
テ
、
寒
ク
ナ
リ

　
　
ア
ツ
ク
ナ
リ
、
昼
ト
ナ
リ
夜
ト
ナ
リ
、
風
フ
キ
雨
フ
リ
、
人
ヲ
生
ジ

　
　
万
物
ヲ
生
ズ
ル
事
、
ミ
ナ
此
道
理
也
、
ト
云
ヘ
ド
モ
、
陰
陽
ノ
気
ヲ

　
　
ハ
ナ
レ
ザ
ル
ユ
ヘ
ニ
気
ト
ハ
云
ナ
リ
。
気
化
ヨ
リ
道
ト
云
名
ハ
ア
ル

　
　
也
。
㈹

と
述
べ
、
気
だ
け
で
な
く
理
の
発
生
も
大
虚
に
基
づ
い
て
お
り
、
自
然
の

変
化
や
、
人
・
物
の
生
成
も
気
化
、
す
な
わ
ち
陰
陽
二
気
の
変
化
に
よ
っ

て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
。
張
載
が
万
物
の
根
源
を
気
か
ら
求
め
る
気
二
兀

論
者
で
あ
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
り
、
大
虚
と
い
う
も
の
も
気
の
別
の

呼
び
名
に
す
ぎ
な
い
ω
。
ま
た
、
　
「
随
筆
五
」
の
次
の
よ
う
な
文
章
、
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「
今
按
ず
る
に
、
万
物
五
行
よ
り
生
ず
。
五
行
即
ち
一
陰
陽
な
り
。
陰
陽

即
ち
太
極
な
り
。
太
極
本
よ
り
こ
れ
無
極
な
り
」
…
か
ら
す
れ
ば
、
羅
山

は
よ
り
は
っ
き
り
と
陰
陽
・
五
行
と
し
て
の
気
を
万
物
の
根
源
と
認
め
て

い
る
の
が
分
か
る
。

　
石
田
氏
は
前
掲
の
論
文
で
、
羅
山
の
理
気
論
は
少
な
く
と
も
元
和
六
年

（
ニ
ハ
ニ
○
）
か
ら
朱
子
理
気
論
へ
定
着
し
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
以
降
か

ら
は
陽
明
の
理
気
論
を
程
朱
の
説
と
折
衷
し
よ
う
と
す
る
語
が
羅
山
の

『
文
集
』
に
全
く
現
れ
て
来
な
い
と
し
て
お
り
ω
、
源
了
圓
氏
も
石
田
氏

の
説
を
受
け
入
れ
、
元
和
七
・
八
年
頃
か
ら
、
羅
山
の
朱
子
学
的
立
場
は

こ
の
時
期
に
成
立
し
た
と
断
定
し
て
い
る
㈹
。
し
か
し
、
前
掲
し
た
宇
宙

の
根
源
を
気
よ
り
求
め
い
て
い
る
「
理
気
弁
」
は
、
石
田
氏
も
推
測
し
て

い
る
よ
う
に
羅
山
の
晩
年
の
作
品
で
あ
り
ω
、
　
「
随
筆
五
」
の
成
立
年
代

は
寛
永
年
中
（
一
六
二
四
－
一
六
四
三
）
で
、
や
は
り
羅
山
の
壮
年
以
降
に

書
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
勿
論
、
こ
こ
で
羅
山
が
気

二
兀
論
的
な
表
現
を
な
し
て
い
み
と
言
っ
て
、
そ
こ
か
ら
羅
山
が
陽
明
に

従
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
字
宙
論
に
お
い
て
は
、
羅
山
は
晩
年
に
至
る

ま
で
直
接
に
朱
子
に
基
づ
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
か
ら
み
れ
ば
、
羅
山
の
宇
宙
論
に
対
す
る
見
方
は
、
あ
る
時
に
は

理
、
あ
る
時
に
は
気
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
貫
さ
れ
て
い
な
い
と
言

　
　
　
1
　
　
　
－

え
る
。
㈹

三

で
は
、
羅
山
の
朱
子
理
気
論
へ
の
疑
問
を
よ
り
詳
し
く
み
る
な
ら
ば
、
羅

山
は
若
い
頃
、
朱
子
理
気
論
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
疑
問
を
投
げ
か
け
て

い
る
。

　
①
太
極
理
也
、
陰
陽
気
也
、
太
極
之
中
本
有
陰
陽
、
陰
陽
之
中
亦
未
嘗

　
　
不
有
太
極
、
五
常
理
也
、
五
行
気
也
、
亦
然
、
是
以
或
有
理
気
不
可

　
　
分
之
論
、
勝
難
知
其
戻
朱
子
之
意
、
而
或
強
一
言
之
、
不
知
、
足
下
以

　
　
為
如
何
ω

②
易
称
、
形
而
上
者
謂
之
適
、
形
而
下
者
謂
之
器
、
又
日
一
陰
一
陽
之

　
　
謂
道
、
程
伯
子
日
、
陰
陽
亦
形
而
下
者
也
、
而
日
道
者
元
来
只
此
是

　
　
道
、
朱
子
日
天
地
之
化
、
往
者
過
来
者
続
、
無
一
息
之
停
、
乃
道
体

　
　
之
本
然
也
、
又
答
河
国
材
書
日
、
一
陰
一
陽
、
往
来
不
息
、
即
是
道

　
　
之
全
体
、
伯
子
与
朱
子
之
基
言
不
異
、
程
叔
子
日
、
所
以
陰
陽
者

　
　
道
、
又
云
、
所
以
闇
閥
者
道
、
朱
子
又
日
、
理
与
気
決
是
二
物
、
又

　
　
日
、
理
弱
気
強
、
又
日
、
若
無
此
気
、
則
此
理
如
何
頓
放
、
叔
子
与

　
　
朱
子
其
言
相
同
、
而
伯
叔
有
異
、
朱
子
亦
基
言
前
後
有
異
、
未
知
、

　
　
以
何
者
為
定
論
而
帰
其
一
也
仰

①
は
慶
長
九
年
（
ニ
ハ
〇
四
）
、
羅
山
二
二
歳
の
時
、
藤
原
慢
窩
に
会
お
う

と
し
て
慢
窩
の
門
人
で
あ
る
吉
田
玄
之
に
託
し
た
私
信
の
第
三
信
に
あ
る

文
章
で
あ
り
、
②
は
慶
長
末
年
（
ニ
ハ
一
四
）
、
徳
川
家
康
に
仕
え
る
時
、

公
務
の
暇
に
書
い
た
「
擬
問
六
条
」
の
一
部
で
あ
る
。
①
に
お
い
て
の
羅

山
の
疑
問
は
、
朱
子
理
気
論
の
本
領
た
る
理
気
二
元
論
と
、
そ
れ
と
対
比

さ
れ
る
理
気
不
可
分
論
に
つ
い
て
で
あ
る
。
②
に
お
い
て
は
程
明
道
・
程
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○
、

伊
川
兄
弟
と
朱
子
の
論
を
挙
げ
、
そ
の
論
理
的
矛
盾
性
を
指
摘
し
て
い

る
。
②
に
お
い
て
羅
山
は
、
朱
子
は
、
一
陰
一
陽
す
る
変
化
が
往
来
し
て

止
ま
ざ
る
の
が
道
（
H
理
一
で
あ
る
と
言
い
、
陰
陽
は
形
而
下
者
で
あ
る

が
、
や
は
り
道
で
あ
る
と
い
う
明
道
の
説
を
支
え
る
一
方
で
、
理
と
気
は

二
つ
の
物
だ
と
い
っ
て
、
陰
陽
・
闇
開
す
る
原
因
が
道
だ
と
す
る
弟
の
伊

川
に
共
鳴
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
論
理
的
誤
り
を
犯
し
て
い
る
、
と
す

る
。
要
す
る
に
、
こ
こ
で
の
羅
山
の
疑
問
は
、
理
と
気
は
果
た
し
て
別
物

で
あ
る
か
、
同
一
物
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
羅
山
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

　
　
理
と
気
一
か
二
か
。
王
守
仁
日
く
、
理
は
気
の
条
理
な
り
、
気
は
理

　
　
の
運
用
な
り
、
と
。
胆

　
　
程
子
日
く
、
性
を
論
じ
て
気
を
論
ぜ
ざ
れ
ば
備
は
ら
ず
、
気
を
論
じ

　
　
て
性
を
論
ぜ
ざ
れ
ば
明
ら
か
な
ら
ず
。
こ
れ
を
二
に
せ
ん
ば
則
ち
是

　
　
な
ら
ず
。
古
今
理
気
を
論
ず
る
者
多
し
。
未
だ
こ
れ
に
過
ぐ
る
も
の

　
　
有
ら
ず
。
独
り
大
明
の
王
守
仁
云
く
、
理
は
気
の
条
理
な
り
、
気
は

　
　
理
の
運
用
な
り
、
と
。
概

　
　
理
気
は
一
に
し
て
二
、
二
に
し
て
一
な
り
。
是
れ
宋
儒
の
意
な
り
。

　
　
然
も
陽
明
子
日
く
、
理
は
気
の
条
理
な
り
、
気
は
理
の
運
用
な
り
、

　
　
と
。
こ
れ
に
由
り
て
こ
れ
を
思
へ
ば
、
則
ち
彼
に
支
離
の
弊
あ
る
は

　
　
後
学
よ
り
起
る
。
則
ち
右
の
二
語
、
こ
れ
を
捨
て
て
彼
を
取
局
べ
か

　
　
ら
ざ
る
な
り
。
こ
れ
を
要
す
る
に
一
に
帰
せ
ん
の
み
、
た
だ
心
の
謂

　
　
、
o
　
酬

　
　
カ
　
　
（

以
上
か
ら
み
れ
ば
、
羅
山
の
立
場
は
一
見
、
陽
明
の
理
気
＝
兀
論
に
基
づ

い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
従
来
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
羅
山
は

理
気
論
の
み
に
お
い
て
は
陽
明
に
従
っ
た
と
い
う
主
張
が
支
配
的
で
あ
っ

た
似
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
既
に
石
田
氏
、
源
氏
な
ど
に

よ
っ
て
反
論
さ
れ
た
が
、
論
者
が
こ
こ
で
別
に
詳
細
に
す
る
こ
と
は
な
い

と
思
う
。
両
氏
の
見
解
を
も
う
一
度
要
約
す
れ
ば
、
　
「
上
の
羅
山
の
語
を

め
ぐ
る
一
連
の
理
気
二
兀
論
的
な
見
解
は
慶
長
・
元
和
初
期
の
も
の
で
あ

り
、
元
和
七
・
八
年
以
降
は
陽
明
の
理
気
論
が
羅
山
の
理
気
論
に
登
場
す

る
こ
と
は
な
く
、
羅
山
は
晩
年
に
至
っ
て
朱
子
理
気
説
へ
定
着
し
た
」
と

な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
羅
山
の
立
場
が
陽
明
に
よ
っ
て
い
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
そ
れ
が
朱
子
説
と
全
く
同
じ
だ
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
言

い
替
え
れ
ば
、
羅
山
が
陽
明
に
同
意
し
た
と
す
れ
ば
、
晩
年
に
至
っ
て
朱

子
説
に
復
帰
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
内
面
に
は
依
然
と
し
て
陽
明
的
な
考

え
方
が
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
羅
山
が
陽
明
の
理
気
二
兀
論
を
も
っ
て
朱
子
説
に
疑
問
を
提
起
し
た
の

は
、
他
な
ら
ぬ
「
悪
の
根
源
」
に
対
す
る
疑
問
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
「
悪
の
根
源
」
に
対
す
る
疑
問
は
、
羅
山
に
お
い
て
繰
り
返
し
提
起

さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
、
そ
の
発
言
を
紹
介
す
る
。

　
　
①
性
即
理
也
、
天
下
無
性
外
之
物
、
理
無
不
善
、
故
孟
子
称
性
善
、

　
　
　
是
也
、
然
則
所
謂
悪
、
則
性
外
乎
性
内
乎
、
日
性
外
則
性
外
無

　
　
　
物
、
日
性
内
則
性
本
無
悪
、
悪
之
所
白
出
之
本
原
、
果
其
何
処

　
　
　
乎
、
是
先
儒
之
所
圭
言
也
、
量
易
言
哉
俺

　
　
②
天
地
万
物
自
理
出
、
然
則
悪
亦
自
理
中
出
来
乎
、
理
者
善
而
已
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棄
、
局
嘗
有
悪
来
、
然
則
悪
之
所
出
果
何
哉
㈱

　
　
③
一
陰
一
陽
謂
之
道
、
継
之
者
善
也
、
成
之
者
性
也
、
故
子
思
日
、

　
　
　
天
命
謂
之
性
、
孟
子
日
性
善
、
又
日
其
情
則
可
以
為
善
実
、
宋
儒

　
　
　
解
之
云
、
性
即
理
也
、
要
之
善
之
至
則
理
也
、
理
之
極
則
善
也
、

　
　
　
推
広
而
説
之
謂
、
天
下
無
理
外
之
物
、
由
曇
言
之
則
善
而
已
棄
、

　
　
　
何
有
悪
乎
、
吉
而
已
実
、
何
有
凶
乎
、
若
本
有
悪
、
則
不
可
謂
性

　
　
　
善
也
、
性
本
善
而
不
有
理
外
之
物
、
則
所
謂
悪
出
自
何
処
在
哉
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

　
　
　
果
理
内
歎
理
外
欺
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
④
性
善
也
、
性
即
心
之
理
也
、
天
下
無
性
外
之
物
、
又
無
理
外
之

　
　
　
物
、
若
信
斯
言
、
則
所
謂
悪
来
自
何
処
耶
卿

　
　
⑤
四
端
出
於
理
、
七
情
出
於
気
、
喜
怒
在
事
、
則
理
之
当
喜
怒
者

　
　
　
也
、
然
則
七
情
又
出
於
理
乎
㈱

　
　
⑥
童
子
出
自
互
郷
来
問
日
、
四
端
出
子
理
、
七
情
出
干
気
、
然
喜
怒

　
　
　
発
中
節
者
何
、
不
出
干
理
乎
、
非
礼
之
礼
、
非
義
之
義
何
、
不
出

　
　
　
干
気
乎
、
果
是
理
本
善
而
気
本
有
清
濁
乎
、
天
下
無
理
外
之
物
、

　
　
　
是
先
儒
之
督
言
也
、
清
与
濁
果
是
理
内
歎
理
外
歎
㈹

①
②
③
④
は
性
と
し
て
の
理
、
⑤
⑥
は
四
端
七
情
論
と
関
連
し
て
あ
ら
わ

れ
る
も
の
で
、
こ
こ
で
、
羅
山
の
子
の
鷲
峰
が
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
末
に
記
し

て
い
る
年
度
を
参
考
す
れ
ば
、
①
と
⑤
は
共
に
「
随
筆
二
」
に
あ
る
の
で

壮
年
の
作
、
②
は
「
家
集
」
あ
る
い
は
「
渉
猟
手
抄
」
か
ら
取
っ
た
も
の

で
あ
る
が
年
代
は
不
明
、
③
と
⑥
は
寛
永
一
七
年
（
ニ
ハ
四
〇
）
五
八
歳
の

と
き
、
息
子
で
あ
る
二
一
二
歳
の
恕
（
鷲
峰
）
と
一
七
歳
の
靖
（
読
耕
斎
）
に
「
百

問
」
と
題
し
て
与
え
た
も
の
、
④
は
慶
安
元
年
一
一
六
四
八
）
六
五
歳
の
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
大
綱
を
次
の
よ
う
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
　
「
性
と
し
て
の
理
は
天
地
・
人
・
草
木
・
禽
獣
な
ど
の
全
て
の
万

物
に
同
じ
く
付
与
さ
れ
て
お
り
、
万
物
は
性
と
理
以
外
に
離
れ
て
は
存
在

し
な
い
。
ま
た
性
と
理
は
純
善
の
属
性
を
も
つ
。
従
っ
て
存
在
す
る
全
て

は
当
然
善
な
る
べ
き
で
あ
る
。
す
る
と
、
悪
は
ど
こ
か
ら
出
現
す
る

か
」
、
或
い
は
「
四
端
は
理
に
よ
り
、
七
情
は
気
か
ら
生
じ
る
と
い
う

が
、
喜
怒
哀
耀
愛
悪
欲
の
よ
う
な
七
情
も
そ
の
発
現
に
あ
っ
て
は
四
端
と

同
じ
く
理
に
根
拠
す
る
。
と
す
れ
ば
、
七
情
も
理
に
よ
る
も
の
か
」
と
。

す
な
わ
ち
羅
山
は
、
理
と
気
を
二
分
し
て
悪
の
根
源
を
気
に
置
く
朱
子
的

考
え
に
は
賛
成
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
理
気
論
に
お
い
て
の
朱
子
学
の
立
場
と
は
理
気
二
元
論
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
理
と
気
の
区
別
か
ら
、
人
問
を
含
む
現
実
的
存
在
は
気

が
備
わ
る
精
粗
清
濁
に
よ
っ
て
必
然
的
に
善
悪
を
共
に
持
つ
と
さ
れ
る
。

い
わ
ば
本
然
の
性
と
気
質
の
性
と
の
区
別
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
忠
実
な
朱

子
学
者
を
自
負
す
る
羅
山
が
こ
れ
を
見
落
と
し
た
は
ず
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
羅
山
は
「
理
気
弁
」
で
、

　
　
然
ト
モ
気
ニ
ハ
清
キ
モ
ア
リ
、
濁
ル
モ
ア
リ
、
善
モ
ア
リ
、
悪
モ
ア

　
　
リ
テ
、
モ
ノ
・
マ
ジ
ハ
レ
ル
事
ア
レ
バ
、
気
ヲ
ウ
ケ
テ
形
ヲ
ナ
セ

　
　
バ
、
形
ニ
ツ
イ
テ
、
私
モ
ア
リ
、
欲
モ
ア
リ
、
悪
モ
出
来
ス
ル
也
側

　
　
人
ノ
性
ハ
元
ヨ
リ
善
ナ
ル
ニ
、
何
ト
テ
又
悪
ハ
ア
ル
ゾ
ト
云
二
、
タ

　
　
ト
ヘ
バ
性
ハ
水
ノ
ゴ
ト
シ
、
清
キ
モ
ノ
也
。
奇
麗
ナ
ル
モ
ノ
ニ
入
レ

　
　
バ
ス
ナ
ハ
チ
清
シ
。
汚
タ
ル
モ
ノ
ニ
入
レ
バ
ス
ナ
ハ
チ
キ
タ
ナ
シ
。

　
　
泥
土
二
入
レ
バ
ス
ナ
ハ
チ
濁
ル
。
気
ハ
性
ノ
入
レ
モ
ノ
ナ
リ
。
気
二

　
　
清
キ
ア
リ
、
濁
レ
ル
ア
リ
。
明
ナ
ル
ト
キ
ア
ル
暗
キ
ト
キ
ア
リ
。
厚

　
　
キ
時
ア
リ
、
薄
キ
時
ア
リ
。
開
ク
時
ア
リ
、
塞
ル
時
あ
り
。
㈱
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と
述
べ
、
悪
の
出
現
は
結
局
気
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
さ

ら
に
、
五
四
歳
の
時
の
四
端
七
情
に
関
す
る
朝
鮮
の
通
信
使
と
の
対
談
で

は
、　

　
貴
国
の
先
儒
、
退
渓
李
滉
、
専
ら
程
張
朱
子
の
説
に
依
り
て
、
四
端

　
　
七
情
、
理
気
を
分
か
つ
の
辮
を
作
り
て
、
以
て
奇
大
升
に
答
う
。
其

　
　
の
意
謂
へ
ら
く
、
四
端
は
理
に
出
で
、
七
情
は
気
に
出
づ
と
、
此
れ

　
　
乃
ち
朱
子
の
云
う
所
の
、
四
端
は
理
の
発
、
七
情
は
気
の
発
な
り
。

　
　
末
学
膚
浅
、
豊
に
曝
を
其
の
間
に
容
れ
ん
や
。
退
渓
が
辮
、
尤
も
嘉

　
　
す
べ
し
。
我
曽
て
其
の
答
を
見
て
、
未
だ
其
の
問
見
ず
、
是
を
以
て

　
　
之
を
思
う
に
、
其
の
理
気
を
分
て
ば
、
則
ち
太
極
は
理
な
り
、
陰
陽

　
　
は
気
な
り
と
日
ひ
て
、
合
一
す
る
能
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
弊
、
支

　
　
離
に
至
ら
ん
か
。
理
気
を
合
す
れ
ば
、
則
ち
理
は
気
の
条
理
な
り
、

　
　
気
は
理
の
運
用
な
り
と
日
ひ
て
、
善
悪
を
択
ば
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の

　
　
弊
、
蕩
葬
に
至
ら
ん
か
。
方
寸
の
内
、
当
に
明
か
に
辮
ず
べ
き
所
な

　
　
り
。
大
升
の
問
う
所
果
し
て
如
何
。
㈱

と
述
べ
、
朱
子
の
二
元
論
に
従
う
退
渓
の
弁
を
「
嘉
す
べ
し
」
と
誉
め
、

「
理
は
気
の
条
理
、
気
は
理
の
運
用
」
と
い
う
陽
明
の
説
は
善
悪
の
根
源

を
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
弊
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
し
て
い

る
。
こ
れ
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
石
田
・
源
の
両
氏
が
主
張
し
て
い
る
よ
う

に
、
羅
山
は
確
実
に
朱
子
的
思
惟
に
立
脚
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
し
か
し
問
題
は
残
る
。
前
の
例
の
③
④
⑥
に
注
目
す
れ
ば
、
③
と
⑥
は

羅
山
の
五
八
歳
、
④
は
六
五
歳
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
羅
山
が
朱
子

説
へ
定
着
し
た
と
い
う
元
和
七
・
八
年
、
羅
山
四
〇
歳
以
後
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
③
と
⑥
に
対
し
、
　
「
五
八
歳
の
羅
山
が
≡
二
歳

と
一
七
歳
の
息
子
に
自
分
も
理
解
出
来
な
か
っ
た
問
を
訊
ね
て
教
え
を
乞

う
は
ず
は
な
い
」
と
い
う
石
田
氏
の
語
榊
を
認
め
る
と
し
て
も
、
六
五
歳

に
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
④
は
、
相
変
わ
ら
ず
朱
子
二
元
論
に
不
満
を
表

し
て
い
る
。
こ
れ
は
如
何
に
見
る
べ
き
か
。

　
羅
山
は
理
気
関
係
論
に
疑
問
を
持
ち
つ
つ
も
、
そ
の
先
後
本
末
を
明
ら

か
に
す
る
努
力
は
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
を
直
ち
に
悪
の
根
源
を
め
ぐ

る
人
性
論
の
問
題
に
用
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
羅
山
の
疑
問
は
、
前
節

の
宇
宙
論
に
お
い
て
の
矛
盾
的
な
見
解
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
理
と
気
の

正
当
な
関
係
を
前
提
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
性
論
を
説
明
す
る
、
つ
ま

り
宇
宙
論
に
基
づ
い
て
人
性
論
に
進
む
伝
統
的
な
朱
子
学
の
方
法
を
無
視

す
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
い
え
る
。
字
宙
論
の
面
が
失
わ
れ
、
も
っ
ぱ
ら

人
性
論
の
論
理
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
当
然
の
帰
結

で
あ
ろ
う
価
。

　
さ
て
、
上
で
挙
げ
た
朝
鮮
の
通
信
使
と
の
対
談
の
中
、
　
「
其
の
理
気
を

分
て
ば
、
則
ち
太
極
は
理
な
り
、
陰
陽
は
気
な
り
と
日
ひ
て
、
合
一
す
る

能
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
弊
、
支
離
に
至
ら
ん
か
」
と
い
う
語
に
も
う
一

度
着
眼
す
れ
ば
、
羅
山
は
朱
子
の
理
と
気
を
別
々
に
扱
う
見
方
を
系
統
な

く
ば
ら
ば
ら
に
す
る
支
離
の
弊
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
羅

山
の
意
識
の
底
に
流
れ
る
も
の
は
、
あ
く
ま
で
、
分
析
論
で
は
な
く
統
一

的
論
理
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
羅
山
が
晩
年
に
至
っ
て
朱
子

的
思
惟
に
定
着
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
な
か
で
も
、
悪
の
根
源
を
め
ぐ
っ

て
；
兀
論
的
思
惟
へ
の
疑
問
を
払
拭
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
統
一
的
論
理

を
好
む
日
本
的
情
緒
が
作
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
閉
そ
し
て
羅
山
の
陽

明
理
気
＝
兀
論
へ
の
接
近
も
、
こ
う
し
た
脈
絡
か
ら
理
解
さ
れ
よ
う
。
こ
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の
こ
と
は
、
羅
山
の
陽
明
へ
の
関
心
は
理
気
論
の
み
に
限
ら
れ
、
羅
山
は

陽
明
の
思
想
の
本
質
的
部
分
で
あ
る
心
即
理
や
致
良
知
説
な
ど
に
は
関
心

を
示
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
も
仰
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

　
羅
山
が
こ
の
よ
う
に
理
気
論
展
開
の
内
面
に
お
い
て
単
純
化
な
い
し
統

一
化
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
は
、
心
と
い
う
実
践
の
場
で
、
上
の
悪
の

問
題
を
め
ぐ
る
理
気
論
の
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
羅
山
は
「
三
徳
抄
」
で
、

　
　
其
理
ト
云
モ
ノ
ハ
即
我
心
也
。
心
ノ
外
二
別
二
理
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

　
　
理
ヲ
キ
ハ
ム
レ
バ
、
モ
ノ
ニ
不
審
モ
ナ
ク
、
ウ
タ
ガ
ヒ
モ
ノ
ナ
キ
ナ

　
　
　
○
　
　
茗

　
　
リ
　
　
　
〔

　
　
心
二
善
悪
ア
リ
ヤ
ト
云
二
、
心
ハ
元
ヨ
リ
善
也
。
天
命
ト
云
モ
、
義

　
　
理
ト
云
モ
、
性
ト
云
モ
、
心
ト
云
モ
、
皆
一
也
。
㈱

　
　
コ
・
ニ
ヲ
ヒ
テ
人
ノ
生
ズ
ル
ト
キ
ニ
、
大
虚
ト
気
化
ト
ヲ
合
セ
テ
、

　
　
形
ニ
ソ
ナ
フ
ル
ト
キ
ハ
性
ト
云
名
ハ
ア
ル
ナ
リ
。
コ
ノ
性
ヲ
ソ
ナ
ヘ

　
　
テ
、
形
ノ
動
キ
ハ
タ
ラ
ク
ト
キ
ニ
、
心
ト
云
名
ハ
ア
ル
也
。
右
ノ
大

　
　
虚
ト
道
卜
性
ト
心
ト
四
ツ
ノ
モ
ノ
・
名
ハ
ア
レ
ド
モ
、
其
理
ハ
元
来

　
　
一
也
。
㈹

と
述
べ
、
心
は
も
と
よ
り
善
で
あ
る
か
ら
、
理
と
同
一
の
も
の
だ
と
し
、

結
局
存
在
原
理
で
あ
る
理
・
太
虚
（
気
）
・
道
・
性
な
ど
を
心
と
同
一
概
念

と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
存
在
原
理
で
あ
る
理
を
実
践
的

次
元
に
お
い
て
の
心
と
結
び
付
け
て
一
つ
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
気

関
係
の
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
見
方
は
、
一
方
に
お
い
て
、
理
気
論

の
宇
宙
論
的
な
面
が
失
わ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
人
性
論
に
向
か
う
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
あ
た
り
ま
え
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
意
味
を

帯
び
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
羅
山
の
以
上
の
考
え
方
は
、
朱
子
と
陽
明
を
折
衷
す
る
。
し
か
し
こ
れ

は
逆
に
言
え
ば
、
朱
子
と
陽
明
の
ど
ち
ら
に
も
全
く
の
同
感
を
表
し
て
い

な
い
羅
山
自
身
の
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ま
ず
、
上
の
「
其
理
ト

云
モ
ノ
ハ
即
我
心
也
。
心
ノ
外
二
別
二
理
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
い
う
羅
山

の
語
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
こ
れ
は
「
心
即
理
」
を
主
張
す
る
陽
明
に
非
常

に
似
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
羅
山
は
、

　
　
君
臣
父
子
は
外
物
な
り
。
君
父
を
捨
て
て
の
ち
に
忠
孝
を
な
さ
ん

　
　
や
。
然
れ
ば
則
ち
外
物
果
し
て
禦
ぐ
べ
か
ら
ず
、
又
棄
つ
べ
か
ら

　
　
ず
。
警
へ
ば
、
鏡
の
明
を
棄
て
て
照
す
べ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
万

　
　
物
お
の
お
の
事
あ
り
。
事
毎
に
お
の
お
の
理
を
具
す
。
理
は
乃
ち
心

　
　
性
な
り
。
心
と
性
と
元
よ
り
一
な
り
。
㈹

と
述
べ
、
結
論
的
に
は
「
理
は
乃
ち
心
性
な
り
、
心
と
性
は
元
よ
り
一
な

り
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
君
臣
・
父
子
の
よ
う
な
人
倫
を
物
、
そ
の
関
係

を
規
律
す
る
忠
孝
を
理
と
し
、
万
物
に
は
各
々
事
が
有
り
、
毎
事
は
各
々

理
を
具
わ
る
と
い
う
。
い
わ
ば
朱
子
の
「
格
物
窮
理
」
を
取
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
羅
山
は
心
の
以
外
に
別
に
理
を
設
定
し
て
、
心
が
直
ち
に
理
だ

と
す
る
陽
明
と
は
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
あ
ら
わ
す
ζ
言
え
る
。
そ
し
て

朱
子
と
の
比
較
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
気
と
し
て
の
太

虚
、
理
と
し
て
の
道
・
性
な
ど
を
心
と
一
っ
に
見
な
そ
う
と
す
る
見
解

は
、
朱
子
に
お
い
て
は
見
い
出
し
難
い
部
分
で
あ
ろ
う
。
朱
子
学
で
の
心

と
は
、
　
「
性
と
情
を
統
べ
る
も
の
」
と
し
て
、
　
「
心
即
理
」
で
は
な
く
、

心
の
中
の
性
を
区
別
す
る
「
性
即
理
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
羅
山
の
朱
子
学
の
受
容
は
盲
目
的
・
無
批
判
的
な
も
の
で
は
な
く
、
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羅
山
的
特
性
を
あ
ら
わ
す
と
言
え
る
。

　
＊
本
稿
の
羅
山
の
引
用
は
、
寛
文
二
年
刊
の
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所

蔵
の
『
羅
山
先
生
は
文
集
』
を
参
照
し
、
京
都
史
跡
会
編
纂
『
林
羅
山
文

集
』
　
一
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
八
年
）
を
使
用
し
た
。
そ
し
て
「
春
鑑

抄
」
と
「
三
徳
抄
」
の
も
の
は
、
岩
波
日
本
思
想
大
系
二
八
『
藤
原
慢

窩
・
林
羅
山
』
を
用
い
た
。

注

一
1
）
羅
山
が
理
気
論
に
限
っ
て
、
陽
明
的
な
＝
兀
論
を
取
っ
た
と
す
る
代

　
表
的
な
研
究
者
を
挙
げ
る
と
、
井
上
哲
次
朗
（
『
日
本
朱
子
学
派
之
哲

　
　
学
』
、
六
七
頁
）
、
阿
部
吉
雄
（
門
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
、
二
〇
九

　
　
頁
）
、
衣
笠
安
喜
（
『
近
世
儒
学
思
想
史
の
研
究
』
、
四
七
頁
）
、
今
中

　
　
寛
司
（
「
江
戸
時
代
の
中
国
思
想
」
、
　
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
、
Z
O
。

　
　
四
、
一
九
九
七
年
、
三
九
頁
）
、
堀
勇
雄
（
人
物
叢
書
『
旅
羅
山
』
、

　
　
八
○
頁
）
、
李
基
東
（
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
朱
子
学
の
地
域
的
展

　
　
開
』
、
三
〇
〇
頁
）
、
宇
野
茂
彦
（
叢
書
日
本
の
思
想
家
②
「
林
羅

　
　
山
・
（
附
）
林
鷲
峰
』
、
一
六
〇
頁
）
な
ど
で
あ
り
、
羅
山
の
晩
年
に

　
　
至
っ
て
は
は
っ
き
り
と
朱
子
説
に
定
着
し
た
と
い
う
見
解
を
披
涯
し

　
　
た
の
は
、
石
田
一
良
（
「
林
羅
山
－
室
町
時
代
に
お
け
る
禅
・
儒
の
一

　
　
致
と
藤
原
慢
窩
・
林
羅
山
の
思
想
」
、
相
良
亨
・
松
杢
二
之
介
・
源

　
了
圓
編
『
江
戸
の
思
想
家
た
ち
』
（
上
）
、
三
〇
頁
）
、
源
了
圓
一
『
近
世

　
初
期
実
学
思
想
の
研
究
』
、
二
二
三
頁
）
が
あ
る
。

一
2
一
『
羅
山
文
集
』
巻
二
六
、
火
雷
神
弁
、
二
九
七
頁
。

一
3
一
陽
明
学
で
の
理
が
実
体
的
性
格
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
彼
の

　
　
「
理
は
気
の
条
理
、
気
は
理
の
運
用
」
（
『
伝
習
録
』
中
、
答
陸
原
静

　
書
一
）
と
い
う
表
現
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
理
は
た
だ
気
の
動
く
法

　
則
、
す
な
わ
ち
「
気
の
理
」
の
意
味
に
限
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
に
反
し
て
、
朱
子
の
理
は
、
気
の
条
理
の
性
格
以
外
に
も
、
所

　
以
然
者
と
し
て
の
気
か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
と
い
う
意
味
を
も
持

　
　
つ
。

（
4
）
『
羅
山
文
集
』
巻
五
三
、
大
学
販
、
六
一
六
頁
。

一
5
一
林
兆
恩
の
字
は
愁
勲
、
別
号
は
竜
江
・
子
谷
子
。
明
末
の
万
暦
二
六

　
年
（
一
五
九
八
）
に
没
す
。
三
教
一
致
を
主
張
し
て
、
朱
子
的
思
惟
に

　
　
反
対
し
た
。
特
に
藤
原
慢
窩
の
「
大
学
要
略
」
は
林
兆
恩
の
「
四
書

　
　
標
摘
正
義
」
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
お
い

　
　
て
羅
山
は
慢
窩
の
説
も
排
撃
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
6
）
羅
山
が
事
々
物
々
の
理
を
認
め
る
の
は
こ
の
他
に
も
幾
つ
か
所
か
ら

　
　
見
つ
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
　
「
夫
天
下
之
事
莫
不
有
理
、
莫
不
載

　
　
於
詩
書
六
芸
之
中
、
然
理
一
也
」
（
『
羅
山
文
集
』
巻
六
六
・
随
筆

　
　
二
、
八
一
七
頁
）
、
　
コ
草
一
木
各
具
此
理
、
格
得
窮
得
了
、
畢
不
外

　
　
此
心
」
（
『
羅
山
文
集
』
巻
六
八
・
随
筆
四
、
八
五
六
頁
）
な
ど
が
あ

　
　
る
。

一
7
）
『
羅
山
文
集
』
巻
三
二
、
三
四
九
頁
。
こ
の
文
章
は
、
羅
山
が
慢
窩

　
　
に
格
物
の
義
を
問
い
、
こ
れ
に
対
し
て
慢
窩
が
窮
理
と
答
え
た
こ
と
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（
「
道
春
昔
嘗
問
格
物
之
義
、
慢
窩
先
生
答
日
、
程
朱
謂
之
窮
理
」
）

　
　
に
つ
づ
い
て
、
羅
山
自
分
の
考
え
方
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

　
　
に
つ
い
て
、
或
い
は
慢
窩
も
羅
山
と
同
じ
く
、
字
宙
論
や
窮
理
説
を

　
説
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
、
金
谷

　
治
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
羅
山
の
好
み
が
反
映
さ
れ
た
文
章
（
金
谷

　
治
「
藤
原
慢
窩
の
儒
学
思
想
」
、
岩
波
日
本
思
想
大
系
二
八
『
藤
原

　
　
慢
窩
・
林
羅
山
』
、
四
六
一
頁
）
と
し
て
理
解
す
る
方
が
良
い
と
思

　
・
つ
。

一
8
）
『
羅
山
文
集
』
巻
五
六
、
排
耶
蘇
、
六
七
三
頁
。

一
9
一
『
江
戸
の
思
想
家
た
ち
』
（
相
良
亨
・
松
本
三
之
介
・
源
了
円
編
、
研

　
　
究
出
版
杜
、
一
九
七
九
、
三
〇
頁
以
下
）
上
巻
に
所
収
。

（
1
0
）
『
羅
山
文
集
』
巻
三
〇
、
西
銘
講
解
、
三
三
五
頁
。

（
1
1
）
同
上
、
三
三
七
頁
。

（
1
2
一
岩
波
日
本
思
想
体
系
二
八
、
　
「
理
気
弁
」
、
一
七
一
頁
。

（
1
3
）
張
載
は
、
　
「
太
虚
無
形
、
気
之
本
体
、
其
聚
其
散
、
変
化
之
客
形

　
　
爾
」
、
　
「
太
虚
不
能
無
気
、
気
不
能
不
聚
而
為
万
物
、
万
物
不
能
不

　
　
散
而
太
虚
」
（
『
張
子
全
書
』
巻
二
、
　
「
正
蒙
」
　
「
太
和
編
」
）
と
述

　
　
べ
て
い
る
が
如
く
、
　
「
太
虚
即
気
」
の
論
を
唱
え
、
気
に
よ
る
存
在

　
論
を
立
て
た
。

（
1
4
一
『
羅
山
文
集
』
巻
六
九
、
随
筆
五
、
八
六
三
頁
。

（
1
5
）
石
田
一
良
、
前
掲
論
文
、
三
〇
、
三
九
頁
。

（
1
6
一
源
了
円
『
近
世
初
期
実
学
思
想
の
研
究
』
、
創
文
杜
、
一
九
八
四

　
年
、
二
二
一
二
頁
。

（
1
7
一
石
田
一
良
、
前
掲
論
文
、
三
六
頁
。

（
1
8
）
朱
子
も
あ
る
場
合
に
は
気
二
兀
論
的
な
表
現
を
な
し
て
い
る
。
　
「
天

　
　
地
之
間
一
気
而
已
、
分
而
為
二
則
陰
陽
、
而
五
行
造
化
、
無
不
管
於

　
　
是
焉
」
（
『
易
学
啓
蒙
』
本
図
書
一
、
阿
部
吉
雄
、
　
『
日
本
朱
子
学
と

　
朝
鮮
』
、
四
九
九
頁
再
引
用
）
。
ま
た
朱
子
は
周
癖
渓
の
「
太
極
図

　
　
説
」
で
問
題
に
な
っ
た
「
五
行
一
陰
陽
、
陰
陽
一
太
極
也
」
を
解
し

　
　
て
、
　
「
又
日
五
行
陰
陽
、
陰
陽
太
極
、
則
非
太
極
之
後
、
別
生
二

　
　
五
、
而
二
五
之
上
先
有
太
極
也
」
（
『
朱
子
大
全
』
巻
四
五
、
答
楊
子

　
直
、
四
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
太
極
の
後
に
、
別
に
二
気
五
行
を
生

　
　
じ
、
二
気
五
行
に
先
だ
っ
て
太
極
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

　
　
と
す
る
。

一
1
9
一
羅
山
文
集
』
巻
二
、
寄
田
玄
之
、
一
八
頁
。

（
2
0
）
同
上
、
巻
＝
二
、
擬
問
、
三
四
四
頁
。
紙
幅
の
都
合
で
制
約
も
あ

　
　
り
、
書
き
下
し
文
は
省
略
。
以
下
の
註
閉
、
洲
も
同
じ
。

（
2
1
一
同
上
、
巻
六
七
、
随
筆
三
、
八
三
二
頁
。

（
2
2
）
同
上
、
巻
六
八
、
随
筆
四
、
八
五
二
頁
。

（
2
3
）
同
上
、
巻
六
八
、
随
筆
四
、
八
四
四
頁
。

（
2
4
）
註
ω
参
照
。

（
2
5
）
『
羅
山
文
集
』
巻
六
七
、
随
筆
三
、
八
三
四
頁
。

（
2
6
一
同
上
、
巻
六
八
、
随
筆
四
、
八
四
一
頁
。

（
2
7
一
同
上
、
巻
三
四
、
性
、
三
八
七
頁
。

（
2
8
）
同
上
、
巻
七
四
、
随
筆
十
、
九
二
八
頁
。

（
2
9
）
同
上
、
巻
六
七
、
随
筆
三
、
八
三
二
頁
。

（
3
0
一
同
上
、
巻
三
四
、
理
気
、
三
八
○
頁
。

（
3
1
一
岩
波
日
本
思
想
体
系
二
八
、
一
六
二
頁
。
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（
3
2
）
同
上
、
ニ
ハ
四
頁
。

一
3
3
）
『
羅
山
文
集
』
巻
一
四
、
寄
朝
鮮
国
三
官
使
、
一
五
七
、
一
五
八

　
　
頁
。

（
3
4
一
石
田
氏
、
前
掲
論
文
、
三
九
頁
。

（
3
5
）
衣
笠
安
喜
『
近
世
儒
学
思
想
史
の
研
究
』
、
法
政
大
学
出
版
部
、
一

　
　
九
七
六
、
四
九
頁
。
氏
は
こ
こ
で
、
羅
山
が
理
気
を
心
と
同
一
視
す

　
　
る
基
底
に
は
、
朱
子
に
お
け
る
よ
う
な
体
験
的
真
実
が
羅
山
に
は
理

　
　
解
さ
れ
ず
、
そ
の
結
果
、
朱
子
学
は
そ
の
存
在
論
の
面
が
失
わ
れ

　
　
て
、
も
っ
ぱ
ら
当
為
の
論
理
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

　
　
た
、
と
述
べ
て
い
る
。

（
3
6
一
朱
子
理
気
論
の
受
容
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
分
析
論
よ
り
統
一
的

　
　
論
理
を
好
む
傾
向
は
、
羅
山
以
外
の
学
者
か
ら
も
う
か
が
え
る
が
、

　
　
例
え
ば
、
藤
原
慢
窩
の
1
こ
の
文
章
は
羅
山
が
慢
窩
の
朱
陸
折
衷
の

　
　
傾
向
を
詰
問
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
慢
窩
の
返
事
で
あ
る
が
1
「
紫

　
　
陽
質
篤
実
而
好
蓬
密
、
後
学
不
免
有
支
離
之
弊
、
金
籍
質
高
明
而
好

　
　
簡
易
、
後
学
不
免
有
怪
誕
之
弊
」
（
『
慢
窩
文
集
』
上
、
巻
十
、
答
林

　
　
秀
才
、
二
二
七
頁
）
と
い
う
表
現
、
そ
し
て
貝
原
益
軒
が
『
大
疑
録
』

　
　
を
著
し
朱
子
学
を
論
斥
し
た
と
こ
ろ
の
、
　
「
如
宋
季
世
諸
儒
之
説
、

　
　
其
分
析
過
子
詳
審
、
其
議
論
干
高
遠
、
蓋
其
所
分
析
甚
詳
細
、
然
愈

　
　
詳
細
則
愈
支
離
、
不
能
澤
融
而
会
通
」
（
『
大
疑
録
』
巻
之
上
、
土
八

　
　
条
、
日
本
思
想
大
系
三
四
『
貝
原
益
軒
・
室
鳩
巣
』
所
収
）
な
ど
が
挙

　
　
げ
ら
れ
る
。

（
3
7
一
源
了
圓
、
前
掲
書
、
二
二
三
頁
。

一
3
8
）
岩
波
日
本
思
想
体
系
二
八
、
一
五
三
頁
。

（
3
9
）
同
上
、
一
六
八
頁
。

（
4
0
）
同
上
、
一
七
一
頁
。
こ
の
よ
う
に
心
と
理
を
同
一
視
す
る
も
の
は
、

　
　
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
以
外
に
も
、
　
「
天
者
性
理
遣
義
之
所
由
出

　
也
、
天
也
心
也
性
也
道
義
也
一
也
」
（
『
羅
山
文
集
）
』
巻
二
八
、
不

　
白
説
、
三
ニ
ハ
頁
）
、
　
「
帝
也
天
也
性
也
心
也
、
通
古
今
亙
万
世
而
一

　
也
」
（
『
羅
山
文
集
』
巻
二
四
、
夢
帝
費
良
弼
論
、
二
六
六
頁
）
、

　
　
「
此
理
ト
気
ト
相
ア
フ
テ
、
形
ノ
主
タ
ル
モ
ノ
ヲ
心
と
ナ
ヅ
ク
。
此

　
心
ト
云
モ
ノ
ハ
元
来
太
極
ノ
理
ナ
レ
バ
、
天
ト
同
ク
虚
空
ノ
如
ク
シ

　
　
テ
、
色
モ
ナ
ク
声
モ
ナ
シ
。
タ
ダ
善
バ
カ
リ
ニ
シ
テ
ス
コ
シ
ノ
悪
モ

　
　
ナ
キ
也
」
（
「
理
気
弁
」
、
前
掲
書
、
一
六
二
頁
）
な
ど
が
あ
る
。

（
4
1
一
『
羅
山
文
集
』
巻
五
三
、
大
学
政
、
六
一
六
頁
。

（
オ
ム
・
ソ
ギ
ン

筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
在
学
中
）
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